
1 入札説明書に対する質問

No. 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回答

1 5 第2章 8
イ
(ア)

運営業務

「なお、公園緑地については、設計・建設業務で設置した電
気・計装設備（建築電気設備を含む）や本組合がビオトープ
に設置した電気・計装設備（建築電気設備を含む）に係る維
持管理を運営業務に含む」とありますが、維持管理の対象と
なるビオトープの電気・計装設備の概要についてご教示願い
ます。
また、受注後に要求水準書に明記されていない電気・計装設
備が判明した場合は、その維持管理費用について別途協議い
ただけるものと理解してよろしいでしょうか。

現時点では、組合でビオトープに設置する電気・計装設備
（建築電気設備を含む）はありません。
後段は、お見込みのとおりです。
なお、事業者側でビオトープに設置した電気・計装設備（建
築電気設備を含む）は運営事業者の維持管理範囲に含まれま
す。

2 5 第2章 8
(1)
イ
(オ)

業務範囲
（運営業務）

ごみ焼却施設の処理過程で生成、回収した溶融スラグ、溶融
メタル、金属類については事業者において売却先、再利用先
を選定し資源化すると記載ありますが、この対象機種は、流
動床ガス化溶融炉、シャフト式ガス化溶融炉と考えてよろし
でしょうか。（ストーカ炉は除外）

お見込みのとおりです。

3 5 第2章 8
(2)
オ

業務範囲
（本組合が行う業務範

囲）

新ごみ処理施設から回収される副産物（鉄、アルミ類、金属
類、落じん灰等）は、本組合において資源化先や資源化業者
を選定し、資源化を行うとありますが、金属類については流
動床ガス化溶融炉、シャフト式ガス化溶融炉から出たものを
除くとの理解でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

4 7 第2章 10
事業者の募集・選定ス
ケジュール（予定）

入札説明書等に関する質問回答（第１回）の公表から参加資
格審査申請書類の受付までが短期間であるため、参加資格審
査申請書類に関する質問回答のみ事前に公表いただけないで
しょうか。

入札説明書に記載したスケジュールのとおりとします。

5 7 第2章 10
事業者の募集・選定ス
ケジュール（予定）

スケジュール上には、現場見学会の記載が見当たらなかった
のですが、開催は予定されていますか。

現場見学会の開催は予定していません。

6 8 第3章 1 (4)
電気主任技術者及びボ
イラー・タービン主任

技術者の配置

本件事業の期間を通じて運営事業者に所属した技術者を配置
とありますが、みなし設置者としての申請となるため、通達
「主任技術者制度の解釈及び運用（内規）」に記載されてい
る自家用工作物の工事に関する保安の監督については、設
計・建設期間は建設事業者を構成する代表企業に所属した技
術者の配置とさせて頂けないでしょうか。

提案は認められません。
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1 入札説明書に対する質問

No. 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回答

7 8 第3章 2
(1)
ア

各業務を行う者の要件

「建築物の建設工事に必要な監理技術者資格者証を有する者
を専任で配置できること」と記載がありますが、プラント設
備の設計・施工を行う者の要件に関しては清掃施設監理技術
者を配置すると考えてもよろしいでしょうか。

プラント設備については、建設業法の規定による「清掃施設
工事業」に係る監理技術者資格者証を有する者を配置くださ
い。入札説明書(令和7年5月21日改訂)をご参照下さい。
なお、「清掃施設工事業」に代わり「建築工事業」など、上
記以外の工事業に係る監理技術者資格者証を有する者の配置
を希望する場合は、対面的対話の際にご確認ください。

8 8 第3章 2
(1)
ア

各業務を行う者の要件

「建築物の建設工事に必要な監理技術者資格者証を有する者
を専任で配置できること」と記載がありますが、監理技術者
資格者証を有する者の専任配置期間は、監理技術者制度運用
マニュアル記載の通り、本工事の準備工事開始以降と考えて
宜しいでしょうか。尚、当該内容はプラント設備の設計・施
工を行う者の要件に関しても同様に考えてもよろしいでしょ
うか。

前段は、お見込みのとおりです。
後段は、お見込みのとおりです。

9 8 第3章 2
(1)
ア

各業務を行う者の要件

「建築物の建設工事に必要な監理技術者資格者証を有する者
を専任で配置できること」と記載がありますが、また、監理
技術者制度運用マニュアル記載の通り、工程上一定の区切り
と認められる時点での途中交代が認められているように、設
計製作期間と工事期間での監理技術者の途中交代をお認めい
ただけないでしょうか。尚、当該内容はプラント設備の設
計・施工を行う者の要件に関しても同様に考えてもよろしい
でしょうか。

監理技術者の途中交代については、監理技術者の死亡、傷
病、被災、出産、育児、介護又は退職等の場合や、受注者の
責によらない契約事項の変更に伴う場合など、本組合がやむ
を得ないと判断した場合に限り、前任者と同等以上の技術力
を有する技術者との交代を可とします。

10 8 第3章 2
(1)
ウ

監理技術者の専任

建築物の建設工事に必要な監理技術者資格者証を有する者を
専任で配置できることとありますが、専任配置は現場施工着
手からと理解して宜しいでしょうか。

No.8の回答をご参照ください。

11 14 第4章 2
(3)
ア

契約を締結しない場合

ア 不公正入札について（ア）～（ウ）の定めがあります
が、基本協定書（案）第５条(1)の通り、本件事業の入札に
限って有効と理解してよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

12 14 第4章 2
(3)
ア

不公正入札

（ア）から（ウ）はいずれも、本件事業に関して違反行為が
あり、各号に該当した場合のみを指すという理解でよろしい
でしょうか。

No.11の回答をご参照ください。
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1 入札説明書に対する質問

No. 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回答

13 21 第6章 4 入札提案書類

技術提案書の電子データは「CD-Rで3部」と記載があります
が、大容量になることを想定し、DVDの提出でもよろしいで
しょうか。

DVDでの提出も可とします。

14 22 第6章 4

(5)
イ
(ア)
a

施設計画基本数値

本計画で、年間発電量、年間消費電力、年間売電量を算出す
る根拠としては、甲府市の2020年1月から2024年12月の気象庁
データから、読み取るものとし、冬季は1～3月の3か月、春秋
は4～6月及び10～12月、夏季は7～9月と考えます。
それぞれ平均外気温度は、冬季は6.8℃、春秋季は15.4℃、夏
季は26.6℃と考えますが、この条件下で発電量、消費電力、
売電量を算出すると考えてよろしいでしょうか。
この理解ではない場合は、入札の公平性を保つため、夏季・
年平均・冬季に対応する月と、夏季・年平均・冬季の外気温
度をご提示いただけないでしょうか。
また、ごみ処理量は要求水準書P.22_表2-2に記載の令和13年
度の数値で算出すると考えてよろしいでしょうか。

前段は、季節毎の外気気温は、2020年1月から2024年12月の甲
府市の気象庁データより以下の通りとします。
・冬季（1月～3月）：6.8℃
・春秋季（4月～6月、10月～12月）：15.4℃
・夏季（7月～9月）：26.6℃
後段は、お見込みのとおりです。

15 26 第7章 5 技術提案書

「技術提案書を作成するに当たっては、…分冊による提出も
可とする。」との記載がありますが、技術提案書提出の形式
はキングファイル等によるバインディング方式を採用しても
よろしいでしょうか。指定があればご教示ください。

バインディング方式の採用も可とします。

16 26 第7章 5 (1) 技術提案書

「提案図書は～A4版（A3版書類についてはA4版に折込み）
～」とありますが、技術提案書の様式15は全てA4版が指定と
なっております。A4版をA3版として作成することは可能で
しょうか。

A4版書類はA4版にて提出ください。
なお、様式第15号-1-9（別紙1、2）及び様式第15号-2-3（別
紙1）はA3版書類となっているため、こちらを綴じる際はA4版
に折込みください。

17 26 第7章 5 (1) 技術提案書

配置計画図や建屋イメージ図、動線図など図面としてご説明
した方がわかりやすい資料は、添付資料A3版として提出する
ことと考えてよろしいでしょうか。

添付資料についてはA3版として提出することを妨げません。

18 26 第7章 5 (1) 技術提案書

技術提案書様式の内、別紙を添付する必要のある様式がござ
いますが、別紙の添付は当該様式の直後として提案図書にと
じ込むとの理解で宜しいでしょうか。また、別紙については
様式と同様に各ページ下中央に提案図書全体を通した通し番
号をふるとの理解で宜しいでしょうか。例えば仮に、様式第
15号-2-1運転管理体制が、20/40ページだとしたら、その後ろ
に添付する様式第15号-2-1（別紙1）は、21/40ページとする
との理解で宜しいでしょうか。

前段、後段のいずれもお見込みのとおりです。
様式第15号-2-1運転管理体制が、20/40ページだとしたら、そ
の後ろに添付する様式第15号-2-1（別紙1）は、21/40ページ
とするとの理解で問題ございません。
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1 入札説明書に対する質問

No. 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回答

19 27 第7章 6
(2)
ウ

保険

「組立保険、建設工事保険、第三者賠償責任保険及びその他
必要な保険に加入すること」とありますが、これらの保証内
容を充足していれば、必ずしも列挙している保険に加入する
必要はないとの理解でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

20 28 第7章 6 (3)
要求水準書
範囲外の提案

「要求水準書に規定されている内容以外の提案については、
あらかじめ入札説明書等に関する質問（第１回又は第２回）
及び対面的対話において」とありますが、「要求水準書に規
定されている内容以外の提案については、あらかじめ入札説
明書等に関する質問（第１回又は第２回）もしくは対面的対
話において」としていただけないでしょうか。また、「質問
回答及び対面的対話議事録は本組合ホームページにおいて公
表するが」との記載がありますが、公表の可否については事
業者との協議とさせていただけないでしょうか。

前段は、「要求水準書に規定されている内容以外の提案につ
いては、あらかじめ入札説明書等に関する質問（第１回又は
第２回）もしくは対面的対話において」に読み替えます。
後段は、個別回答を希望した内容に限り、公表の可否につい
て事業者との協議としますが、判断基準は入札説明書P.45の
対面的対話実施要領に示す個別回答に係る判断基準を準用し
ます。

21 29 第7章 6
(4)
イ
(イ)

下水道料金について

使用量の算出は上水道の使用量と井水の使用量の合計とする
と記載がございますが、要求水準書P8 3.10.2 排水に、プラ
ント排水はできるだけ水処理して再利用に努める方針とする
とされております。そのため、下水道に放流するラインに流
量計を設置、その流量を下水道使用量とし、減免申請をする
ことをお認め頂けますでしょうか。

入札説明書に記載のとおりとします。

22 29 第7章 6 (5) 業務の委託

「事業者は、本業務の全部又は一部を第三者に委託し、又は
請け負わせてはならない。」とございますが、基本契約書
（第11条）が、ここでいう本組合様の書面の承諾に該当し、
基本契約書第11条の範囲での再委託は別途の書面承諾なく可
能と理解してよろしいでしょうか。

提案は認められません。

23 29 第7章 6
(6)
ア

雇用等への配慮

「できるだけ構成市町の地元企業の活用に努めること。」と
ありますが、地元企業の要件は、構成市町内に本社を持つ企
業と考えてよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

24 33 別紙3 2 (2) 運営業務に係る対価

ごみ焼却施設運営業務委託料A(変動費)の算定方法について
は、各支払期の「焼却処理量(実績値)」を元に算出すること
となっていますが、「ごみ搬入量(実績値)」を元に算出する
ことに変更いただけないでしょうか。

提案は認められません。
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1 入札説明書に対する質問

No. 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回答

25 33 別紙3 2 (2) 運営業務に係る対価

運営業務委託費料A（変動費）に燃料費の記載がございます
が、運営業務委託費料B（固定費）に変更させて頂けますよう
お願い致します。（焼却炉の立上げ下げ、非常用発電機に燃
料は使用するもので処理量に応じた変動費に該当しないため
です。）

運営業務委託料Bに変更する提案を可とします。

26 34 別紙3 4
(1)
ア

物価変動等の指標

国土交通省等からスライド条項の活用に係る通達等が出され
た場合とありますが入札公告の前にも「令和3年12月21日通達
公共工事の円滑な施工確保について」等の通達が出ておりま
すので事業者から申出したときは協議をお願いします。

各種通達を踏まえ誠実に対応します。

27 35 別紙3 4 (2) 改定の条件

物価変動等による改定の条件として、改定時の指標と前回改
定時の指標を比較し、±1.5%を超過する増減があった場合に
適用される規定となっていますが、職員給与等への反映性向
上のため、±1.0％に見直し頂けないでしょうか。

入札説明書に記載のとおりとします。

28 39 別紙4 2
(4)
ア

運営業務に係る対価の
減額等の措置

焼却施設に起因するものは運営業務委託料Bが減額の対象とな
り、粗大ごみ施設に起因するものは運営業務委託料Dが減額の
対象となるとの認識でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

29 40 別紙5
電気料金（買電、売
電）とインセンティブ

の取扱い

FIT制度と異なり、FIP制度の場合は、発電事業者がFIP電源の
売却先を選択することができますが、FIP電源をＡ社、非FIP
電源をＢ社に売却することについて、運用上成立する方法が
ないと理解しております。
したがいまして、FIPおよび非FIPの余剰電力の売却先につい
ては同一期間、同一の小売電気事業者であり続けるという理
解でよろしいでしょうか。

具体な契約先は受注後の協議によるものとします。

30 41 別紙5 2 (2)
非バイオマス分の余剰

電力

非バイオマス分の余剰電力について、東電 EP の売電価格算
定制度に基づき算定した売電価格と記載がありますが、当該
価格は下記HPに公開されている単価との理解でよろしいで
しょうか。
https://www.tepco.co.jp/ep/shin-
ene/pdf/koujou_20250401.pdf

お見込みのとおりです。
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1 入札説明書に対する質問

No. 頁 大項目 中項目 小項目 項目名 質問の内容 回答

31 44 別紙6 2 　
対面的対話実施要領
事前資料の提出

事前資料の提出について、参加者は令和７年６月４日までに
電子メールを送付するとありますが、参加資格審査結果通知
は６月１１日となっています。資格審査結果が前倒しとなる
のか、合格見込みで質疑の提出を認められるのかどちらで
しょうか。

事前資料のうち、様式第9号-1及び様式第9号-2は、スケ
ジュールの都合上、参加資格審査に合格する見込みで提出を
認めるものになります。
なお、参加資格審査の結果、不合格となった企業グループに
対しては対面的対話を実施しませんので、事前提出いただい
た質問に対しての回答はいたしません。
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